
加
賀
滞
御
門
止
耐
町
在

は
w
h

、
御
閣
に
而
は
公
事
場
、
正
戸
に
而
は
割
場
奉
行
へ
可
申
断
事
。

一
、
岩
お
・
小
者
殺
容
仕
俄
有
之
候
者
、
公
草
場
h
断
可
受
差
園
。

但
、
官
邸
に
成
敗
仕
候
は
で
不
叫川
首
尾
之
者
は
、
死
骸
共
催
盤
、
印

刻
公
背
中
場
h
検
使
を
乞
、
共
山
切
之
桜
子
将
紙
を
以
相
断
事
。

米
間
回
。
唯
今
は
不
及
制
甘
澗
供
。

一
、
御
隠
退
放
可
仕
下
点
、
百
組
陀
候
は
ピ
公
事
場
へ
断
、
可
受
指

図背中。
一
、
居
成
に
可
召
仕回日
被
仰
山山
刻
、
主
人
之
手
前
を
立
退
及
断
候
者
、

如
何
桜
之
理
運
た
り
と
い
ふ
と
も
、

事
公
人
可
翁
柏
崎
皮
。
悶
高
荒
、

在
所
b
引
込
不
申
難
成
仕
合
候
者
、
十
村
・肝
前
…
之
書
付
、
郡
車中
行
添

書
を
以
主
人
h
可
相
断。

若
叉
主
人
非
分
申
懸
、
堪
忍
難
成
首
尾
候

科
人
主
人
民
可
被
下
之
候
問
、
殺
伐
可
仕
事
。

朱
智
。
唯
今
は
科
人
主
主
人
h
紋
下
候
俄
無
御
座
候
。
公
事
場
に

而
裁
許
仕
候
。

て

給
銀
・織
物
緋
出
候
以
後
と
て
も
、
三
年
之
内
定
入
、
務
人
方
よ

り
と
ら
へ
出
し
候
は
ど
、
主
人
側
取
候
銀
子
知
人
ね
可
相
返
候
。

る
ベ
し
。
公
儀
或
主
人
と
ら
へ
候
陀
沿
い
て
は
、給
銀
は
主
人
之
銀
、

取
逃
・
間
刷
物
井
過
銀
諸
人
よ
り
可
山
背中。

一
、
次
海
人
世
座
に
不
相
断
、下
に
而
組問
世
、
以
後
移
行
所
h
及
断
候

は
Y
、
間
入
申
間
数
候
。
但
替
た
る
断
は
各
別
之
官
帯
。

六

而
は
公
事
場
よ
り
賄
申
付
候
。
町
方
・
郡
方
准
之
可
申
御
先
に
御

座
候
。
則
別
紙
御
僚
数
御
座
候
。

右
僚
々
被
仰
出
候
泊
、
無
相
違
可
有
裁
許
者
也
。

高

治

二

年

六

月

朔

日

御

印

今

投

民

部

津

田

玄

詐

奥

村

悶

幡

前

開

封

馬

金

川
陣
公
都

場

六

て
飽
合
人
附
之
山
田
、
主
人
よ
り
可
巾
付
。
但
、
ロ
川
に
よ
り
貌
子
・兄

弟
・剛山
人
或
公
都
判
明
よ
り
可
申
付
候
。

町
人
は
十
人
組
、
百
姓
は
共
村

よ
り
賄
可
仕
事
。

朱
仙川闘。

附
今
は
公
儀
仰
穿
繋
之
依
者
、
公
背
中
場
よ
り
附
巾
付
候
。

主
人
勝
乎
之
た
め
忙
筋
合
仕
候
者
、
季
明
候
迄
主
人
賄
、
季
明
候

一
、
欠
海
人
的
人
死
絶
候
は
w
h

、
主
人
可
録
組
。
但
、
科
之
口
聞
に
よ

り
親
子
・兄
弟
之
乎
前
可
致
吟
味
事
。
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